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平成２9年 第1回  定例会開かれる
３月１日～３月２４日、平成２９年第１回定例会を開き、　　　　条例制定２件、条例改正７件、条例廃止２件、　

当初予算６件、補正予算２件、市道路線の　　　　　廃止及び認定等を審議・決定しました。

●第1回定例会開かれる●

円グラフで見る29年度一般会計予算

本巣市一般会計予算・・・１58億7千万円
前年度より10億５千万円の減額（前年度比 6.2％減）

市税
51億7249万円

国県支出金
20億6111万円

市債
13億1300万円

繰入金
9億2200万円

繰越金
5億7845万円

地方交付税交付金
39億4000万円

諸収入
4億6757万円

その他自主財源
4億1878万円

その他依存財源
9億9660万円

人件費
23億6300万円

扶助費
19億875万円

物件費等
33億6010万円

補助費等
21億8119万円

繰出金
19億8192万円

その他
5億1348万円

投資的経費
22億5266万円

公債費
13億890万円

歳出（性質別）歳入

Q

A

Q

A

条例の中に、関係用語があり、それぞれの団体に対して、それぞれ
の責務が明記されます。例えば岐阜県の条例を見てみますと、金
融機関、大学等の規定があります。そうしたところも条例に基づい
て努力する責務を負うようなかたちで明記されており、そういうの
が最近の条例では多いように感じます。今回提案されたものには
その２つがありませんが、どういう判断をもとにこういう条例に
なったのか。

第６条の趣旨としては中小企業団体や金融機関等の役割を定める
ということを基本的に考えております。団体の中にこれが入ってい
ると捉えております。

議案第８号　本巣市中小企業・小規模企業振興条例について

学校基本方針はそれぞれの学校で策定するということが決まって
いますが、少なくとも本巣市のすべての学校については同じ共通
認識を持って作ることが必要だと思いますが。

すでに本巣市いじめ防止基本方針を策定させていただいており、
中身については早期発見、早期対応、未然防止等々について、きち
んと方針として市で持っております。これを校長会とか生徒指導
会など様々な場面で徹底して、これを基に各学校で方針を策定し、
全教職員がいじめに関しては敏感にアンテナを高くして行ってい
ます。

議案第１２号　本巣市いじめ防止対策に関する条例について

Q
A

Q

A

社会福祉協議会の組織変更の理由と内容については。

社会福祉協議会においては、業務の一貫性と職員の責任を明確に
するということで、５つの課をつくり、課制をひくということを聞い
ております。これにつきましては、平成２８年１２月２１日に理事会
が開催され、そこで説明並びに理事の承認を得られたものです。
また、転倒予防教室等につきましては、平成２８年度と同様に平成
２９年度につきましても、社会福祉協議会にお願いするということ
で、相談業務等につきましても、それぞれの地域に相談できる生活
相談員等を兼務になりますが、配置されるということを聞いており
ます。

生活困窮者自立支援事業における事業内容及び増額予算につい
ては。

平成２７年度から生活困窮者自立支援事業が開始されましたが、
内容としては困窮者の相談に応じるということで、生活改善のた
めのゴミ撤去支援とか、住居内の清掃支援、あるいは金銭管理の
ための金融機関等への同行、就労支援のための身なり、あるいは、
面接の指導、企業への同行などを相談員が受けることで、平成２８
年度までは社会福祉協議会の職員0.5人分の人件費を充てて実
施をしてきました。相談件数並びに相談回数が増えているという
ことで、職員１人分の人件費をこの事業で委託するということで、
予算が増加しています。

議案第２０号　平成２９年度一般会計予算について

本会議Q&A
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平成２9年 第1回  定例会開かれる
３月１日～３月２４日、平成２９年第１回定例会を開き、　　　　条例制定２件、条例改正７件、条例廃止２件、　

当初予算６件、補正予算２件、市道路線の　　　　　廃止及び認定等を審議・決定しました。

●定例会で決まったこと●

２9年度一般会計の主な事業

○オリジナル婚姻届作成（新規）
　「淡墨桜」・「もとまる」等をあしらったオリジナル婚
　姻届を作成 　　　　     

○結婚新生活支援（新規）
　世帯所得３４０万円未満の新規に婚姻した世帯を
　対象に住宅取得・賃貸費用、引越費用を支援する

○子どもの貧困対策実態調査（新規）
　県において初めて統一調査項目が設定されること
　に合わせて、市も調査を実施する

・・・・・・・・・・60万円

・・・・・・・・・・・・・・・120万円

・・・・・・２22万円

（市民環境部・健康福祉部）
住みやすく安心して暮らせるまちに

○老人福祉計画策定（新規）
○障がい福祉計画策定（新規）
○高齢者タクシー利用助成
○シニア元気いきいき支援
○介護・訓練等給付による支援
○高齢者運転免許証自主返納支援（新規）
　
　市内居住７５歳以上の高齢者で、運転免許証を自
　主返納した方に樽見鉄道乗車券を助成

・・・・・・・・・・・・169万円
・・・・・・・・・・178万円

 ・・・・・・・・・・・・・172万円
・・・・・・・・・・・・・921万円
・・4億7042万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・46万円

（健康福祉部）
障がい者・高齢者の安心のために

○地域おこし協力隊事業
　根尾地域及び外山地域に地域おこし協力隊を各２
　名配置し、地域に居住し地域力の維持・強化を図る

○移住・定住の促進
○ふるさと納税の促進
○「淡墨桜の日」おもてなし事業

・・・・・・・・・・・・・・108７万円

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4833万円
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・5210万円

 ・・・・・・・265万円

（企画部）地域振興に関する取り組み

（産業建設部）
道路や橋りょうなどを整備します

○長良・糸貫線整備
○糸貫0007号線整備
○市道根尾83号線災害防除
○市道真正2016号線整備
○橋りょう点検修繕
○道路ストック総点検（新規）

・・・・・・・・・・・・・・・・３億2691万円
・・・・・・・・・・・1億8925万円

・・・・・・・・・3874万円
・・・・・・・・・・3419万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9365万円
・・・・・・・・・・・810万円

その他事業

○子育てワンストップシステム導入
　パソコンやスマートフォンでマイナポータルから申
　請手続きができるようにするための環境整備

○クレジットカード収納事務
　クレジットカードで軽自動車税が納付可能に

○PA周辺公園整備
　大規模災害時における災害救助、物資の緊急輸
　送等の防災支援拠点の機能のある公園を整備

・・・・259万円

・・・・・・・・・・・・・・98万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3006万円

○英語教育パワーアップ（新規）
　小学校に英語学習指導員を３名配置等

○理科専門指導員配置（新規）
　小学校に理科指導員を４名配置

○校務支援システム導入（新規）
　通知表、成績処理、学籍、出席管理などをアプリ　
　ケーション上で行い、教職員の多忙化の解消を図る

○生きる力を育むプロジェクト（新規）
　岐阜大学との連携により、本巣市の子どもたちに
　適した運動プログラムを市内８幼児園において開
　発・実践

・・・・・・・・739万円

・・・・・・・・・・891万円

・・・・・2401万円

・・・２8万円

（教育委員会）
児童・生徒・学校の環境整備のために
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●定例会で決まったこと●

平成28年度補正予算
○一般会計5805万円の補正
　総額172億3728万円に　
主な歳入　　国庫支出金　5759万円の増額
・地方創生拠点整備交付金　7502万円
　交付内示による新規計上（合計 14億584万円）
主な歳出 　  
・ふるさと納税推進事業　　1600万円（総務費）
　 ふるさともとす応援寄附金の寄附者増による返礼品の増額
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （合計 17億58万円）

○後期高齢者医療特別会計補正予算　888万円

人事案件
○教育委員会委員の任命
・汲田　美枝子氏

条例制定
○中小企業・小規模企業振興条例
○いじめ防止対策に関する条例

条例廃止
○雇用促進住宅駐車場条例
○うすずみバンガロー条例

条例改正
○行政手続条例の一部改正
　・行政手続法の一部改正の施行にともなう
○職員の育児休業等に関する条例の一部改正
　・地方公務員の育児休業等に関する法律の一部改正にと
　もなう
○議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例
　の一部改正
　・29年10月1日より月額報酬の変更
　議長35万円→37万円、副議長30万円→32万円
　議員27万円→30万円へ変更　
○非常勤の特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例
　の一部改正
　・農業委員会の会長及び委員、農業委員会が委嘱する農
　地利用最適化推進委員の報酬額を定める
○職員の配偶者同行休業に関する条例の一部改正
　・地方公務員法の一部改正にともなう
○老人福祉センター条例の一部改正
　・雇用促進住宅が、民間事業者へ譲渡されることにともな
　い、駐車場を引き続き使用できるようにするもの
○NEOキャンピングパーク条例の一部改正
　オートキャンプサイト、コテージの基本料金を県内類似施
　設の料金体系に改める

その他議案
○権利の放棄について
○相互救済事業の委託について
○根尾西辺地に係る総合整備計画の変更について
○指定管理者の指定について
○市道路線の廃止及び認定について
　東海環状自動車道（仮称）本巣PA建設計画及び市道改良計画にともない
　２路線を廃止し、４路線を認定する

主な議案

平成２８年度一般会計補正予算（第４号）の質疑

Q

A

Q

A

Q

A

この観光施設改修等事業に係る工事について、市内業者も含めた中において入札等を行うということに
解釈してよろしいですか。

執行にあたりましては、市の入札制度に準拠したかたちで検討していきたいと思っております。

地方創生拠点整備交付金について、執行部からの全員協議会での説明の内容と本会議での説明が相違
しているように思われますが。

予算執行について民間活力を利用するという方式に変更はありません。施設整備をしていくにあたって、
北部地域の４施設を改修していくうえで、工事の部分にできるだけ市内業者を使っていただけるように
執行していくということです。

確認ですが、観光施設改修工事については、基本的には市が発注するということで理解すればよろしい
ですか。

ご質問のとおり市の発注ということで考えていただければけっこうです。

くみ  だ み　え　こ

会 計 名 予 算 額
４４億７０００万円
　２億６５００万円
　３億８２００万円
　６億７２００万円
　３億５６００万円
　９億４４００万円
　６億７７４５万円

事業勘定
施設勘定

収益的事業
資本的事業

平成２９年度特別会計・企業会計予算

国民健康保険特別会計

農業集落排水事業特別会計
公共下水道特別会計

水道事業会計

後期高齢者医療特別会計
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防
災
力
強
化
の
推
進

　

高
速
道
路
の
開
通
を
控
え
、
事
故

の
大
規
模
化
や
交
通
量
増
大
に
よ
る

事
故
件
数
の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

加
え
て
、
近
年
の
大
震
災
や
大
規
模

火
災
を
教
訓
に
し
た
、
更
な
る
防
災

力
強
化
は
重
要
な
課
題
で
す
。

　

被
災
時
の
避
難
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と
し
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「
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の
駅
」
の
有
効
活
用
は

　

災
害
時
の
有
効
活
用
を
検
討
し
て

　

い
き
ま
す

藤
原
・
市
長

　

そ
れ
ぞ
れ
の
指
定
避
難
所
運
営
の

中
で
活
用
を
検
討
し
ま
す
。

　

消
防
広
域
化
へ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

と
消
防
力
強
化
は

　

平
成
30
年
度
か
ら
の
実
現
を
推
進 

　

し
ま
す

　

平
成
30
年
度
よ
り
岐
阜
地
域
４
市

１
町
に
よ
る
消
防
広
域
化
の
実
現
を

推
進
し
ま
す
。
初
動
体
制
、
増
援
体

制
を
充
実
さ
せ
、
消
防
力
強
化
を
図

り
ま
す
。

　

防
災
公
園
の
全
体
構
想
は

　

防
災
機
能
を
備
え
た
都
市
公
園
と

　

し
て
整
備
し
ま
す

　

災
害
時
に
活
用
可
能
な
防
災
機
能

を
備
え
、
物
販
施
設
も
視
野
に
都
市

公
園
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

　
　

義
務
教
育
の
充
実

　

子
ど
も
が
成
長
す
る
過
程
の
中
で

９
年
間
の
義
務
教
育
は
極
め
て
重
要

で
す
。

　

新
事
業
の
英
語
教
育
パ
ワ
ー
ア
ッ

　

プ
と
理
科
専
門
指
導
員
の
目
的
は

　

力
を
付
け
も
っ
と
伸
ば
す
と
い
う

　

基
本
理
念
で
充
実
を
図
り
ま
す

川
治
・
教
育
長

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
必
要
な
力
を

一
人
一
人
に
確
実
に
付
け
、
伸
ば
せ

る
力
は
更
に
伸
ば
す
と
い
う
理
念
で

教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

「
道
徳
の
教
科
化
」
に
よ
る
学
校

　

の
課
題
と
対
応
は

　

道
徳
的
価
値
の
深
い
理
解
を
図
り

　

ま
す

　

「
教
科
書
に
よ
る
授
業
」
と
「
考

え
、
議
論
す
る
道
徳
へ
の
転
換
」
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
評
価
が
課

題
に
な
る
こ
と
か
ら
研
修
を
行
い
、

そ
の
意
義
や
方
法
等
の
周
知
を
図
り

ま
す
。

　

小
中
一
貫
教
育
と
「
義
務
教
育
学

　

校
」
に
つ
い
て
の
見
解
は

　

本
市
の
特
徴
を
生
か
し
た
一
貫
教

　

育
を
進
め
ま
す

　

全
て
の
小
学
校
区
に
公
立
幼
児
園

が
設
置
さ
れ
て
い
る
特
徴
を
生
か
し
、

幼
児
園
か
ら
の
12
年
間
を
通
し
た
幼

Q2 Q1A2Q3A3

Q1A1Q2A2Q3A3

A1 Q

●一般質問●

Q QA1 Q1A1 Q1 A2 Q2Q2

A3Q4 A2Q3A4Q5A5

Q

黒
田
芳
弘

市
政
自
民
ク
ラ
ブ
代
表

小
中
の
一
貫
し
た
教
育
を
進
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
と
樽

　
　

見
鉄
道
経
営
改
善
へ
の
戦
略

　

利
用
者
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
、
市
町

単
位
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
・
路
線

バ
ス
の
広
域
化
へ
の
推
進
と
樽
見
鉄

道
存
続
へ
向
け
た
大
胆
な
経
営
戦
略

が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

公
共
交
通
広
域
連
携
の
進
捗
は

　

広
域
的
な
運
行
を
検
討
し
て
利
便

　

性
の
向
上
を
図
り
ま
す

藤
原
・
市
長

　

樽
見
鉄
道
の
経
営
改
善
に
向
け
た

　

新
た
な
事
業
戦
略
は

　

現
在
の
補
助
金
の
枠
内
で
の
取
り

　

組
み
で

　

新
た
な
事
業
実
施
は
赤
字
が
心
配

で
す
。
現
在
の
補
助
金
の
枠
内
で
の

取
り
組
み
で
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

経
済
振
興
と
観
光
戦
略

　

堅
実
に
頑
張
る
市
内
企
業
と
夢
を

も
つ
起
業
家
へ
の
経
営
サ
ポ
ー
ト
と

I
C
開
通
を
見
据
え
た
観
光
事
業
戦

略
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　

市
内
企
業
や
起
業
家
を
応
援
す
る

　

産
業
支
援
相
談
所
設
置
の
考
え
は

　

今
後
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
検
討
し

　

て
い
き
ま
す

藤
原
・
市
長

　

リ
ン
ク
す
る
鳥
獣
害
対
策
と
ジ
ビ

　

エ
推
進
へ
の
取
り
組
み
は

　

今
後
も
充
実
強
化
し
て
い
き
ま
す

　

新
規
事
業
で
空
気
銃
へ
の
助
成
と

「
森
の
ご
ち
そ
う
グ
ラ
ン
プ
リ
」
を

開
催
し
事
業
の
充
実
強
化
を
図
り
ま

す
。

　

成
功
へ
導
く
市
民
協
働
で
取
り
組

　

む
観
光
促
進
を

　

新
年
度
よ
り
官
民
一
体
の
取
り
組

　

み
を
進
め
ま
す

　

観
光
協
会
と
の
連
携
を
強
化
し
、

観
光
地
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

北
部
観
光
施
設
の
指
定
管
理
は

　

Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
を
採
用
し
ま
す

石
川
・
副
市
長

　

他
の
類
似
施
設
と
の
差
別
化
を
図

り
収
益
増
に
繋
げ
、
地
域
活
性
化
を

図
る
た
め
、
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
を
採
用
し

広
く
公
募
し
多
く
の
事
業
者
の
応
募

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

将
来
の
街
の
賑
わ
い
拠
点
と
し
て

　

P
A
周
辺
の
総
合
整
備
を
望
み
ま

　

す

　

産
業
拠
点
と
し
て
期
待
で
き
有
効

　

な
土
地
利
用
を
検
討
し
ま
す

藤
原
・
市
長
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Q

Q

QQ
　
　

入
札
条
件
お
よ
び
ル
ー
ル
の
見

　
　

直
し
に
つ
い
て

　

昨
年
末
の
本
市
で
起
き
た
談
合
事

件
で
４
カ
月
間
の
指
名
停
止
処
分
が

解
除
さ
れ
ま
す
が
。　

　

今
ま
で
の
ル
ー
ル
で
は
ま
た
談
合

が
行
わ
れ
る
と
危
惧
す
る
旨
の
意
見

が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。　
　
　
　
　

　

指
名
停
止
の
期
間
に
市
内
工
事
を

支
え
て
い
た
業
者
、
談
合
に
参
加
し

て
い
な
い
業
者
が
納
得
で
き
る
入
札

条
件
や
ル
ー
ル
の
見
直
し
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。

　
　

選
定
方
法
の
見
直
し
を
し
ま
す

石
川
・
副
市
長

　

不
正
行
為
が
行
わ
れ
て
入
札
参
加

資
格
の
停
止
措
置
は
、
今
月
４
日
に

解
除
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
水
道
施
設
工
事
は
、
不
正

行
為
等
を
防
止
す
る
対
策
と
し
て
選

定
方
法
の
一
部
を
見
直
し
、
資
格
を

有
す
る
土
木
業
者
を
工
事
ご
と
に
複

数
社
ず
つ
に
水
道
事
業
者
に
加
え
て

選
定
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま
す
。

　
　

一
色
小
学
校
の
校
庭
芝
生
化
の

　
　

工
事
に
つ
い
て

　

本
市
内
業
者
が
入
札
条
件
を
ク
リ

ア
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
市
外
業
者

に
よ
る
工
事
と
な
り
ま
し
た
。　
　

　

今
後
も
、
市
内
小
・
中
学
校
、
幼

児
園
を
芝
生
化
し
て
い
こ
う
と
す
る

な
ら
ば
、
技
術
の
あ
る
市
内
業
者
に

も
入
札
参
加
が
出
来
る
よ
う
な
考
え

は
あ
り
ま
す
か
。

　
　

今
後
は
分
離
発
注
も
検
討
し
ま

　
　

す

石
川
・
副
市
長

　

基
準
や
条
件
を
ク
リ
ア
で
き
る
市

内
業
者
が
数
社
に
限
定
さ
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
の
校
庭
芝

生
化
工
事
は
、
分
離
発
注
も
含
め
て

工
事
の
発
注
方
法
等
を
検
討
し
ま
す
。

＊
来
年
度
の
予
算
に
つ
い
て
も
質
問

し
ま
し
た
。

・
市
長
と
教
育
長
の
思
い
は

・
職
員
の
サ
ー
ビ
ス
残
業
は

・
小
中
学
校
の
一
部
の
教
室
が
荒
れ

　

て
い
る
の
で
は　
　
　
　
　

・
芝
生
の
管
理
は　
　
　
　
　
　

＊
真
正
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
南
側
の

雑
木
林
に
つ
い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。

Q1A1Q2A2
　
　

 

が
ん
対
策
に
つ
い
て

　

が
ん
検
診
受
診
率
ア
ッ
プ
す
る
に

　

は

　

が
ん
に
よ
る
死
亡
者
を
減
ら
す
た

め
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
重
要
。

①
本
市
の
受
診
率
は

②
受
診
率
ア
ッ
プ
の
取
り
組
み
は

③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
チ
ェ
ッ
ク
で

き
る
「
が
ん
検
診
の
す
す
め
」
と
い

う
サ
イ
ト
を
取
り
入
れ
て
は

　

①
胃
が
ん
9.
5
%
肺
が
ん
16
．６
％

　

大
腸
が
ん
16
．4
％
乳
が
ん
27
．７
％

　

子
宮
が
ん
20
．８
％村

瀬
・
健
康
福
祉
部
長

　

②
検
診
期
間
終
了
一
ヶ
月
前
に
、

未
受
診
者
に
対
し
再
勧
奨
実
施
。
生

命
保
険
会
社
と
が
ん
検
診
受
診
率
の

向
上
に
関
す
る
連
携
協
定
を
結
び
、

受
診
勧
奨
チ
ラ
シ
を
配
布
し
向
上
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

③
状
況
を
み
な
が
ら
調
査
、
研
究

し
ま
す
。

　

が
ん
患
者
の
就
労
支
援
は

　

相
談
し
や
す
い
体
制
づ
く
り
と
、

　

情
報
提
供
を
進
め
て
い
き
ま
す

　

 
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置
事
業

　
　

に
つ
い
て

　

市
内
の
耐
震
化
率
と
耐
震
化
率
向

　

上
の
可
能
性
は

　

75
％
が
耐
震
化
さ
れ
今
後
も
耐
震

　

化
率
の
向
上
は
可
能
で
す

青
木
・
産
業
建
設
部
長

　

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
等
の
設
置
の
補

　

助
が
で
き
ま
せ
ん
か

　

他
市
町
村
の
制
度
運
用
の
状
況
や

　

動
向
を
研
究
し
検
討
し
ま
す

　

 

農
作
業
を
活
用
し
た
障
が
い
者

　
　

高
齢
者
へ
の
連
携
は

　

農
業
分
野
と
障
が
い
福
祉
分
野
の

連
携
メ
リ
ッ
ト
は
、
農
業
従
事
者
が

減
少
、
高
齢
化
す
る
中
で
、
補
助
動

力
と
し
て
障
が
い
者
に
期
待
で
き
、

就
労
機
会
の
提
供
に
よ
り
農
業
と
し

て
社
会
貢
献
で
き
ま
す
。

　

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
に
よ
り
情
緒

が
安
定
し
、
一
般
就
労
に
向
け
て
の

体
力
・
精
神
面
で
の
訓
練
に
な
り
本

市
で
も
取
り
組
ん
で
は
。

　
　

農
業
と
福
祉
の
連
携
を
進
め
双

　
　

方
の
課
題
解
決
に
向
け
促
進
し

　
　

ま
す

藤
原
・
市
長

●一般質問●

A Q1A1Q2A2

A

A

鍔
本
規
之

舩
渡
洋
子

（
公
明
党
）

Q
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QQQ

Q

　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
に
つ

　
　

い
て

　

隊
員
の
任
期
と
、
現
在
の
状
況
を

考
え
た
と
き
の
将
来
性
に
つ
い
て
気

が
か
り
に
な
り
ま
す
。

　

事
業
状
況
は

　

現
在
、
根
尾
・
外
山
地
域
で
各
２

　

名
が
活
動
し
て
い
ま
す大

野
・
企
画
部
長

　

各
隊
員
が
、
「
I
C
T
、
森
林
セ

ラ
ピ
ー
、
空
き
家
と
遊
休
農
地
、
樽

見
鉄
道
旧
神
海
駅
舎
」
と
、
そ
れ
ぞ

れ
活
用
し
、
地
域
の
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

隊
員
と
地
域
住
民
の
現
状
は

　

地
域
住
民
の
一
員
と
し
て
、
地
域

　

貢
献
活
動
に
も
参
加
し
て
い
ま
す

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
消
防
団
や
各

委
員
会
に
も
所
属
し
地
域
の
方
々
と

共
に
、
精
力
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

隊
員
の
任
期
と
、
移
住
・
定
住
の

　

促
進
に
つ
い
て

　

隊
員
の
３
年
の
任
期
満
了
後
、
定

　

住
支
援
を
し
て
い
き
ま
す藤

原
・
市
長

　

隊
員
が
、
移
住
・
定
住
す
る
た
め

に
、
市
と
し
て
き
め
細
や
か
に
支
援

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
　

観
光
事
業
の
推
進
に
つ
い
て

　

市
の
観
光
事
業
を
担
う
窓
口
は

　

市
は
事
務
的
な
業
務
・
観
光
協
会

　

は
実
務
的
な
業
務
を
実
施

青
木
・
産
業
建
設
部
長

　

今
後
の
観
光
促
進
の
施
策
は

　

北
部
地
域
へ
の
人
の
流
れ
を
創
出

　

「
道
の
駅
織
部
の
里
も
と
す
」
等

を
魅
力
的
な
施
設
に
再
整
備
し
、
文

化
財
を
活
用
し
た
資
源
開
発
、
積
極

的
な
観
光
P
R
活
動
な
ど
、
観
光
協

会
独
自
の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

　

観
光
の
拠
点
づ
く
り
の
考
え
は

　

観
光
協
会
の
充
実
を
図
り
ま
す

藤
原
・
市
長

　

昨
年
10
月
に
、
本
巣
市
観
光
協
会

は
、
「
道
の
駅
織
部
の
里
も
と
す
」

展
示
館
内
へ
移
設
し
ま
し
た
。
北
部

地
域
へ
の
玄
関
口
の
観
光
の
拠
点
施

設
と
し
て
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

Q1A1Q2A2Q3A3 Q

Q

　
　

風
水
害
に
対
し
て
タ
イ
ム
ラ
イ

　
　

ン
（
防
災
行
動
計
画
）
に
つ
い

　
　

て

　

災
害
の
発
生
を
予
め
想
定
し
行
動

す
る
時
系
列
で
の
対
応
す
る
計
画
は

　
　

策
定
し
運
用
し
て
い
ま
す

岡
崎
・
総
務
部
長

　

災
害
時
に
迅
速
な
行
動
を
行
え
る

よ
う
風
水
害
及
び
大
規
模
土
砂
災
害

等
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
そ
れ
ぞ
れ
策

定
し
て
運
用
し
て
い
ま
す
。

　
　

災
害
時
で
の
業
務
継
続
計
画
に

　
　

つ
い
て

　

災
害
時
に
行
政
が
自
ら
も
被
災
し

利
用
で
き
る
物
に
制
約
が
生
じ
た
場

合
優
先
的
に
す
る
業
務
の
策
定
は
。

　
　

今
年
度
中
に
策
定
し
ま
す

岡
崎
・
総
務
部
長

　

災
害
時
に
行
政
機
能
を
麻
痺
さ
せ

ず
、
継
続
的
な
業
務
体
制
の
整
備
を

今
年
度
中
に
計
画
策
定
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
　

受
援
体
制
の
整
備
に
つ
い
て

　

大
規
模
災
害
の
発
生
時
に
被
災
自

治
体
が
単
独
で
対
応
す
る
の
は
、
き

わ
め
て
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
他
の

自
治
体
と
の
相
互
応
援
計
画
は
。

　
　

体
制
整
備
に
努
め
ま
す

岡
崎
・
総
務
部
長

　

県
の
計
画
政
策
に
基
づ
き
、
市
地

域
防
災
計
画
の
見
直
し
に
取
り
組
み

ま
す
。
尚
、
相
互
応
援
協
定
も
14
市

町
を
締
結
し
て
い
ま
す
し
今
後
も
、

災
害
時
の
支
援
体
制
を
よ
り
強
固
な

も
の
と
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築

　
　

に
つ
い
て

　

団
塊
の
世
代
が
75
才
以
上
と
な
る

２
０
２
５
年
を
目
途
に
自
分
ら
し
い

人
生
を
最
後
ま
で
続
け
る
た
め
の
構

築
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　

地
域
包
括
シ
ス
テ
ム
の
現
状
は

 

27
年
度
か
ら
在
宅
医
療
・
介
護
連

　

携
推
進
事
業
を
開
始
し
て
い
ま
す

村
瀬
・
健
康
福
祉
部
長

　

包
括
支
援
事
業
の
計
画
は

　

認
知
症
予
防
事
業
を
充
実

　

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
を

設
置
し
、
支
援
推
進
員
を
配
置
し
ま

す
。
ま
た
、
認
知
症
カ
フ
ェ
を
進
め

て
お
り
、
認
知
症
予
防
教
室
等
も
計

画
し
ま
す
。

　

専
門
職
員
の
現
状
は

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
、

　

専
門
職
員
が
在
籍
し
て
い
ま
す

　

市
老
人
福
祉
計
画
と
の
整
合
性
と

　

計
画
は

　

福
祉
計
画
は
、
関
連
計
画
と
の
整

　

合
性
を
図
り
作
成
し
ま
す

Q3 A2 Q2 A1 Q1A3

Q2A2Q3A3Q4A4 Q1A1

AA

A

臼
井
悦
子

髙
田
文
一

▲地域おこし協力隊員ともとまるCOUCHにて
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Q
　
　

次
期
都
市
計
画
の
取
り
組
み
は

　

I
C
を
最
大
限
活
用
し
た
将
来
の

本
巣
市
構
想
は
重
要
と
考
え
ま
す
が
。

　

進
捗
状
況
と
改
定
の
摘
用
年
は

　

来
年
度
は
都
市
計
画
審
議
会
の
審

　

議
・
答
申
に
議
会
承
認
を

青
木
・
産
業
建
設
部
長

　

本
年
度
、
市
民
・
企
業
を
対
象
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
、
全
体
構

想
を
ま
と
め
ま
し
た
。
平
成
30
年
度

に
は
特
定
用
途
制
限
地
域
の
見
直
し

予
定
で
す
。

　

商
業
地
・
工
業
地
・
農
業
地
が
交

　

錯
す
る
I
C
付
近
の
方
向
性
は

 

I
C
周
辺
ま
ち
づ
く
り
構
想
検
討

　

会
議
で
方
向
性
を
検
討
し
ま
す

　

次
期
都
市
計
画
の
市
長
の
考
え
は

　

東
海
環
状
道
の
I
C
を
活
か
し
、

　

必
要
な
都
市
計
画
を
変
更
し
ま
す

藤
原
・
市
長

　

計
画
的
な
幹
線
道
路
の
整
備
や
、

防
災
支
援
拠
点
に
も
な
る
都
市
公
園

の
整
備
で
、
快
適
な
生
活
環
境
を
確

保
し
ま
す
。

　
　

魅
力
あ
る
本
巣
市
づ
く
り
を

　

全
国
で
競
っ
て
特
色
あ
る
魅
力
発

信
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
。

Q

Q

Q
　
　

ジ
オ
パ
ー
ク
の
取
り
組
み
は

　

昨
年
度
認
定
に
向
け
た
取
り
組
み

を
早
急
に
進
め
る
考
え
が
示
さ
れ
た
。

　

取
り
組
み
の
進
捗
状
況
は

　

住
民
の
自
主
的
な
活
動
を
促
進
で

　

き
る
か
が
最
重
要
課
題
と
認
識

大
野
・
企
画
部
長

　

ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
に
よ
り
サ
イ

ト
の
洗
い
出
し
や
先
進
地
視
察
を
行

い
認
定
が
可
能
か
な
ど
調
査
・
研
究

を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
の
取
り
組
み
計
画
は

　

住
民
が
主
体
と
な
る
ジ
オ
パ
ー
ク

　

構
想
研
究
会
を
立
ち
上
げ

　

ク
リ
ア
す
る
多
く
の
課
題
が
あ
り

地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
学
術
経
験

者
の
意
見
を
聞
き
、
視
察
な
ど
で
調

査
・
研
究
を
行
い
ま
す
。

　

小
中
学
校
理
科
で
ジ
オ
サ
イ
ト
を

　

活
用
し
た
授
業
・
体
験
学
習
は

　

実
感
を
伴
っ
た
理
解
が
大
切

川
治
・
教
育
長

　

「
ジ
オ
」
に
興
味
を
持
つ
児
童
生

徒
を
対
象
に
学
芸
員
を
活
用
し
、
専

門
的
な
講
座
の
企
画
を
検
討
し
ま
す
。

　

準
会
員
登
録
し
、
構
想
推
進
実
行

　

委
員
会
を
設
け
る
考
え
は

　

研
究
会
で
議
論
検
討
を

藤
原
・
市
長

　

地
域
の
方
々
が
主
体
の
構
想
確
立

が
見
込
め
れ
ば
推
進
し
支
援
し
ま
す
。

　
　

北
部
地
域
の
道
路
行
政
に
つ
い
て

　

整
備
の
遅
れ
が
過
疎
化
・
交
流
人

口
減
少
の
一
因
と
な
っ
て
お
り
、
整

備
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　

国
道
１
５
７
号
・
４
１
７
号
に
つ

　

い
て

　

兎
谷
南
側
で
道
路
横
断
を
改
良

青
木
・
産
業
建
設
部
長

　

根
尾
長
嶺
工
区
で
用
地
買
収
後
、

順
次
工
事
着
手
。
４
１
７
号
は
買
収

が
難
航
し
て
い
ま
す
が
、
引
き
続
き

交
渉
を
行
い
ま
す
。

　

県
道
藤
橋
根
尾
線
（
馬
坂
ト
ン
ネ

　

ル
）
に
つ
い
て

　

現
状
把
握
調
査
が
行
わ
れ
た

　

冠
山
峠
道
路
の
整
備
効
果
を
本
市

に
も
た
ら
す
よ
う
当
路
線
の
整
備
に

つ
い
て
関
係
方
面
に
要
望
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

県
道
根
尾
谷
汲
大
野
線
に
つ
い
て

　

宇
津
志
地
内
で
設
計
完
了

　

来
年
度
測
量
の
後
、
買
収
、
工
事

施
行
の
予
定
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

県
道
関
本
巣
線
に
つ
い
て

　

金
坂
峠
付
近
２
筆
を
残
し
買
収
済

　

み
、
買
収
に
は
時
間
を
要
し
ま
す

Q1A1Q2A2Q3A3

Q

　

移
住
・
定
住
事
業
の
成
果
は

　

南
・
北
部
で
28
件
あ
り
ま
し
た

大
野
・
企
画
部
長

　

「
も
と
ま
る
」
効
果
は

　

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
設
立
や
ゆ
る
キ
ャ

　

ラ
人
気
投
票
で
順
位
が
上
昇

　

６
次
産
業
化
を
目
指
す
ジ
ビ
エ
は

　

加
工
処
理
施
設
で
運
営
が
始
ま
り

　

市
内
で
販
売
し
て
い
ま
す

青
木
・
産
業
建
設
部
長

　
　

防
災
に
つ
い
て

　

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
改
訂
は
市

民
の
安
全
に
直
結
と
考
え
ま
す
が
。

　

旧
マ
ッ
プ
と
の
違
い
は

　

国
が
根
尾
川
の
浸
水
想
定
区
域
図

　

の
改
訂
を
行
い
ま
し
た岡

崎
・
総
務
部
長

　

県
管
理
河
川
も
改
訂
が
さ
れ
、
随

時
市
民
に
周
知
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

避
難
場
所
は
公
共
施
設
限
定
で
す

　

か

　

公
共
・
民
間
に
限
り
ま
せ
ん

　

適
切
な
情
報
提
供
と
、
近
く
安
全

な
避
難
施
設
の
確
保
を
進
め
ま
す
。

Q1A1Q2A2Q3A3Q1A1Q2A2

●一般質問●

Q1A1Q2A2Q3Q4 A3

A4Q1A1Q2A2Q3A3Q4A4

若
原
敏
郎

（
市
政
自
民
ク
ラ
ブ
）

道
下
和
茂

▲「ゆるキャラグランプリ2016
　in笑顔のえひめ」県内3位に
　なりました。

ゆるキャラグランプリ県内3位!!
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●一般質問●

QQ

Q

　
　
本
巣
市
の
偉
人
「
髙
木
貞
治
」

　
　
博
士
に
つ
い
て

　

髙
木
貞
治
博
士
は
本
巣
市
数
屋
に

生
ま
れ
誰
も
解
け
な
か
っ
た
数
学
の

問
題
を
見
事
に
証
明
し
世
界
中
か
ら

称
賛
さ
れ
た
世
界
的
数
学
者
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
髙
木
貞
治
博
士
の
人
物
は

　
近
代
日
本
の
数
学
の
父川

治
・
教
育
長

　

本
巣
市
数
屋
出
身
の
世
界
的
数
学

者
で
、
国
際
的
に
評
価
さ
れ
た
日
本

人
第
一
号
で
あ
り
、
日
本
人
が
世
界

で
活
躍
す
る
道
を
拓
い
た
人
物
で
す
。

　
算
数
、
数
学
甲
子
園
に
つ
い
て

　
学
力
向
上
サ
ポ
ー
タ
ー
等
の
協
力

　
を
得
て

　

今
年
で
19
回
目
の
大
会
は
、
小
学

５
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
が
、
ユ

ニ
ー
ク
で
解
き
応
え
の
あ
る
難
問
良

問
に
、
ひ
ら
め
き
や
発
想
を
生
か
し

挑
戦
し
ま
す
。

　
数
楽
校
運
営
事
業
に
つ
い
て

　
人
工
知
能
時
代
に
突
入

　
今
後
ま
す
ま
す
理
数
教
育
が
大
切

に
な
る
、
市
内
全
て
の
生
徒
に
算
数
、

数
学
の
面
白
さ
を
伝
え
、
思
考
力
、

想
像
力
の
伸
長
を
図
り
た
い
。　
　

　
髙
木
貞
治
博
士
顕
彰
事
業
は

　
数
学
の
ま
ち
づ
く
り
を
主
要
事
業

　

富
有
柿
セ
ン
タ
ー
に
常
設
展
示
し
、

博
士
の
功
績
や
生
き
方
を
効
果
的
に

発
信
す
る
、
又
、
子
ど
も
が
落
ち
着

い
て
学
習
で
き
る
静
か
で
快
適
な
学

習
拠
点
を
計
画
す
る
。

　
　
兵
庫
県
養
父
市
と
の
応
援
協
定

　
　
又
は
姉
妹
都
市
締
結
に
つ
い
て

　

本
巣
市
の
淡
墨
桜
と
養
父
市
「
樽

見
の
大
ザ
ク
ラ
」
や
、
継
体
天
皇
親

子
の
逃
走
経
路
で
の
根
尾
と
養
父
市

場
な
ど
関
係
が
あ
り
ま
す
。

　
　
検
討
し
ま
す

藤
原
・
市
長

　

史
記
や
桜
の
ご
縁
も
あ
り
ま
す
。

養
父
市
の
意
向
を
確
認
し
な
が
ら
、

災
害
時
相
互
応
援
協
定
や
都
市
連
携

協
定
等
の
締
結
に
つ
い
て
検
討
し
ま

す
。

Q1A1Q2A2Q3A3 Q

Q

　
　
観
光
等
施
設
の
民
間
へ
の
指
定

　
　
管
理
に
つ
い
て

　

も
と
す
振
興
公
社
運
営
の
施
設

（
観
光
関
連
４
施
設
）
を
平
成
30
年

度
か
ら
民
間
を
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
（
注
）

で
指
定
す
る
計
画
で
す
が
。

　
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は

　
効
率
化
・
経
費
軽
減
に

青
木
・
産
業
建
設
部
長

　
メ
リ
ッ
ト
は
、
公
共
団
体
の
資
金

調
達
手
段
の
活
用
と
、
包
括
的
に
単

一
企
業
グ
ル
ー
プ
に
委
ね
る
こ
と
に

よ
る
総
事
業
費
の
圧
縮
な
ど
。

　

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
リ
ス
ク
の
分
担

を
細
か
く
決
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

　
デ
メ
リ
ッ
ト
へ
の
対
応
は

　

そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
の
リ
ス
ク
を
明

確
に
す
べ
き
で
す
。

　
仕
様
書
の
中
で

　

ご
指
摘
の
地
域
振
興
と
雇
用
の
場

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
募
集
要

項
や
仕
様
書
で
う
た
い
た
い
。

（
注
）
Ｄ
Ｂ
Ｏ
は
資
金
は
自
治
体
が
、

建
設
・
運
営
は
民
間
と
い
う
方
式
。

　
　
総
合
的
な
市
民
生
活
相
談
体
制

　
　
の
確
立
を

　

所
得
格
差
が
拡
大
し
て
き
て
い
る

中
、
自
治
体
と
し
て
ど
う
市
民
生
活

を
守
り
、
生
活
再
建
を
ど
う
手
助
け

す
る
か
も
課
題
で
す
。
そ
の
た
め
、

総
合
的
な
相
談
窓
口
が
必
要
。

　

体
制
整
備
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　
引
き
続
き
研
究
し
ま
す

岡
崎
・
総
務
部
長

　
そ
う
し
た
こ
と
は
市
の
役
割
で
あ

り
、
包
括
的
・
持
続
的
に
支
え
合
う

仕
組
み
づ
く
り
は
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
野
洲
市
の
成
果
を
注
視

し
な
が
ら
研
究
し
ま
す
。

　
　
暴
力
追
放
の
取
り
組
み
は

　

「
暴
力
追
放
都
市
宣
言
」
か
ら
10

年
。
22
年
に
は
「
市
議
会
に
お
け
る

暴
力
追
放
に
関
す
る
決
議
」
も
採
択

し
ま
し
た
。
節
目
の
年
に
当
た
っ
て

の
取
り
組
み
は
。

　
　
広
報
で
特
集

岡
崎
・
総
務
部
長

　
ご
指
摘
の
精
神
的
な
暴
力
も
含
め

広
報
で
特
集
し
、
周
知
し
ま
す
。

＊
市
有
地
内
の
私
有
地
の
問
題
も
質

問
し
ま
し
た
。

Q1A1

A4 Q4

Q2A2

AA

A

後
藤
壽
太
郎

鵜
飼
静
雄

（
日
本
共
産
党
）

▲髙木博士の幼少期を描いた「髙木貞治物語」
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Q　　
使
用
料
等
の
滞
納
に
つ
い
て

　

市
の
歳
入
に
は
利
用
料
や
使
用

料
・
分
担
金
等
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
ら
の
繰
越
滞
納
額
が
年
々
増
加
傾

向
に
あ
り
、
市
の
財
政
に
も
影
響
が

出
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
利
用
料
や
使
用
料
等
の
滞
納
に
対

　
し
法
的
対
応
措
置
は

　

強
制
徴
収
で
き
る
も
の
と
出
来
な

　
い
も
の
が
あ
り
ま
す岡

崎
・
総
務
部
長

　

強
制
徴
収
不
可
能
債
権
に
つ
い
て

は
民
事
訴
訟
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

債
権
の
種
類
に
よ
っ
て
消
滅
時
効
の

期
間
も
変
わ
り
ま
す
。

　
滞
納
者
に
対
し
て
の
徴
収
方
法
は

　

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
で
行
っ
て
い

　
ま
す

　

納
付
期
限
を
経
過
し
た
滞
納
者
に

対
し
、
担
当
課
に
お
い
て
督
促
状
、

催
告
書
を
発
送
し
、
そ
の
後
、
電
話

催
告
、
臨
戸
訪
問
を
不
定
期
に
行
っ

て
い
ま
す
。

　
弁
護
士
に
徴
収
依
頼
す
る
考
え
は

　
あ
り
ま
す
か

　

顧
問
弁
護
士
に
徴
収
依
頼
す
る
よ

　
う
考
え
ま
す

　

今
年
度
か
ら
統
一
し
た
方
針
の
元
、

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
、

債
権
管
理
の
現
状
と
課
題
を
整
理
し

て
い
ま
す
。
徴
収
に
は
法
的
専
門
家

で
あ
る
顧
問
弁
護
士
に
も
任
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
職
員
の
精
神
的
負
担
等

軽
減
対
策
に
も
繋
が
る
こ
と
か
ら
徴

収
依
頼
に
向
け
考
え
ま
す
。

　 

真
桑
文
楽
の
世
界
遺
産
登
録
候

　
　
補
に
つ
い
て

　

今
年
一
月
の
知
事
選
挙
に
お
い
て

知
事
が
数
年
先
に
真
桑
文
楽
を
世
界

遺
産
の
登
録
候
補
に
し
た
い
と
話
さ

れ
た
。
地
元
と
し
て
盛
り
上
げ
る
考

え
は
。

　
　
現
時
点
で
は
動
き
が
あ
り
ま
せ

　
　
ん

藤
原
・
市
長

　

ユ
ネ
ス
コ
の
国
内
委
員
会
へ
の
登

録
申
請
手
続
の
動
き
も
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
市
の
伝
統
文
化
と
し
て
地

元
の
保
存
会
と
連
携
し
な
が
ら
保
存

活
動
を
支
え
援
助
し
て
い
き
ま
す
。

Q1A1Q3A3 Q2A2

●一般質問●

日　

時

場　

所

会　

議　

名　

等

1
月
16
日（
月
）

本
庁
舎

議
会
規
律
等
検
討
特
別
委
員
会

1
月
30
日（
月
）

本
庁
舎

議
会
規
律
等
検
討
特
別
委
員
会

1
月
31
日（
火
）

美
濃
市

第
２
７
７
回
岐
阜
県
市
議
会
議
長
会
議

2
月
6
日（
月
）

本
庁
舎

も
と
す
広
域
連
合　

議
会
運
営
委
員
会

も
と
す
広
域
連
合　

議
会
全
員
協
議
会

2
月
13
日（
月
）

本
庁
舎

も
と
す
広
域
連
合　

議
会
定
例
会（
開
会
）

2
月
14
日（
火
）

本
庁
舎

議
会
規
律
等
検
討
特
別
委
員
会

2
月
16
日（
木
）

本
庁
舎

も
と
す
広
域
連
合　

療
育
医
療
衛
生
常
任
委
員
会

2
月
17
日（
金
）

本
庁
舎

も
と
す
広
域
連
合　

老
人
福
祉
常
任
委
員
会

2
月
20
日（
月
）

西
濃
環
境
整
備
組
合

西
濃
環
境
整
備
組
合　

議
会
定
例
会

2
月
21
日（
火
）

本
庁
舎

も
と
す
広
域
連
合　

総
務
介
護
常
任
委
員
会

2
月
22
日（
水
）

本
庁
舎

議
会
運
営
委
員
会

2
月
24
日（
金
）

本
庁
舎

も
と
す
広
域
連
合　

議
会
定
例
会（
閉
会
）

2
月
27
日（
月
）

本
庁
舎

議
会
規
律
等
検
討
特
別
委
員
会

2
月
28
日（
火
）

本
巣
消
防
事
務
組
合

本
巣
消
防
事
務
組
合　

議
会
定
例
会

全
員
協
議
会

3
月
1
日（
水
）

本
庁
舎

本
会
議（
開
会
）

本
会
議

3
月
3
日（
金
）

本
庁
舎

議
会
運
営
委
員
会

3
月
13
日（
月
）

本
庁
舎

本
会
議（
代
表
・一
般
質
問
）

3
月
14
日（
火
）

本
庁
舎

本
会
議（
一
般
質
問
）

3
月
16
日（
木
）

真
正
分
庁
舎

文
教
福
祉
委
員
会

3
月
17
日（
金
）

糸
貫
分
庁
舎

産
業
建
設
委
員
会

3
月
21
日（
火
）

本
庁
舎

総
務
企
画
委
員
会

3
月
23
日（
木
）

本
庁
舎

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

3
月
24
日（
金
）

本
庁
舎

本
会
議（
閉
会
）

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

岐
阜
地
域
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
組
合 

議
会
定
例
会

3
月
28
日（
火
）

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

4
月
7
日（
金
）

本
庁
舎

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

4
月
11
日（
火
）

淡
墨
公
園

岐
阜
市
役
所

本
庁
舎

「
淡
墨
桜
の
日
」お
も
て
な
し
事
業　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

4
月
13
日（
木
）

本
庁
舎

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

4
月
20
日（
木
）

名
古
屋
市

第
１
０
０
回
東
海
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

議
員
活
動
日
誌

QA

▲真桑文楽人形浄瑠璃

堀
部
好
秀
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●委員会活動●

１．
2．
3．
4．

本巣市老人福祉センター条例の一部改正
本巣市いじめ防止対策に関する条例
平成２９年度本巣市国民健康保険特別会計予算
平成２９年度本巣市後期高齢者医療特別会計予算

審査付託案件 ※審査の結果、全員賛成となった案件

１．平成２９年度本巣市一般会計予算
協議案件 （関係部分）

文教福祉委員会　3月16日（木）
～委員会活動～

主な質疑の内容
○市民環境部に属する予算について
　・住宅用太陽光発電システム設置整備事業補助金の
　 補助金額の引き下げ理由について
　・野鳥（ドバト）に係る鳥インフルエンザの対応について

○健康福祉部及び根尾総合支所に属する予算について
　・青年健康診査における受診率向上について
　・高齢者運転免許証自主返納支援事業は単年度事業か、またその助成内容の
 　拡大について
　・節目健康診査事業における事業費の減額理由及び受診者への受診PRについて
　・生活困窮者自立支援事業における事業費増の理由について
　・留守家庭教室補助員等の募集に係る職員不足について
　・ワイワイカフェの今後の展開について

○教育委員会に属する予算について
　・英語教育パワーアップ事業における英語学習指導員の配置方法について
　・イングリッシュデイズin根尾事業における募集及び選抜方法について
　・校務支援システム導入事業におけるシステムの
　 内容及びセキュリティについて
　・小学校校庭芝生化事業における芝生管理について
　・髙木貞治博士顕彰事業における具体的事業内容について
　・富有柿の里の施設管理について
　・学校給食アドバイザー配置事業の必要性及び
　 アドバイザーの業務内容について
　・小学校情報機器整備事業に係る旧パソコンの
 　処理における情報管理について
　・入学準備金支援事業における支援基準及び
　 対象人数について
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産業建設委員会　3月１7日（金）

産業建設委員会協議会　3月１7日（金）

～委員会活動～

▲PA周辺公園整備を視察する委員

●委員会活動●

審査付託案件 ※審査の結果、全員賛成となった案件
１．
2．

3．

4．

本巣市中小企業・小規模企業振興条例
本巣市雇用促進住宅駐車場条例を廃止
する条例
本巣市うすずみバンガロー条例を廃止す
る条例
指定管理者の指定

5．
6．

7．

8．

市道路線の廃止及び認定
平成２９年度本巣市農業集落排水事業特
別会計予算
平成２９年度本巣市公共下水道特別会計
予算
平成２９年度本巣市水道事業会計予算

協議案件 （関係部分）
１．平成２９年度本巣市一般会計予算

報告案件
１．
2.
カワウ被害対策について
地域林政アドバイザー制度について

審査付託案件 ※審査の結果、賛成多数となった案件
9．本巣市NEOキャンピングパーク条例の一部改正

主な質疑の内容
○産業建設部、林政部及び根尾総合支所に属する予算について
　・職員のサービス残業について　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　・PA周辺公園計画における都市計画マスタープラン
　 との進め方について
　・農地中間管理機構集積事業の集積結果と補助金で
　 購入された機械の耐用年数について
　・ジビエ６次産業化事業における森のごちそう
　 グランプリの開催方法について

○上下水道部に属する予算について
　・真正地区処理施設の加入状況について
　・真正地区の人口、世帯が増加した場合の
 　処理場の対応について
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総務企画委員会　3月21日（火）

～委員会活動～

●委員会活動●

審査付託案件 ※審査の結果、全員賛成となった案件

審査付託案件 ※審査の結果、賛成多数となった案件
5．本巣市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部改正

協議案件 （関係部分）
１．平成２９年度本巣市一般会計予算

主な質疑の内容
○総務部及び議会事務局に属する予算について
　・市営バス運行事業の今後の方向性について
　・悪田谷市有林整備補償事業における補償単価の
　 積算根拠について
　・個人市民税の所得階層の区分の変更について
　・子育てワンストップシステム導入事業の国から
 　示される仕様書の内容について
　・消防団員の確保について
　・行政手続不服審査法改正対応支援業務委託料の
　 予算計上について

○企画部及び根尾総合支所に属する予算について
　・地域おこし協力隊事業の隊員報酬について
　・地域おこし協力隊事業における次の隊員への
　 継承について
　・職員の時間外手当について
　・任期付職員の採用状況と中途退職者について
　・魅力発信事業のもとまるダンス体操の普及について
　・市民活動助成金交付事業の具体的な内容について

1．
2．
3.

4.

本巣市行政手続条例の一部改正
本巣市職員の育児休業等に関する条例の一部改正
本巣市非常勤の特別職職員の報酬及び費用弁償に関する
条例の一部改正
本巣市職員の配偶者同行休業に関する条例の一部改正



本巣市議会だよりMOTOSU CITY ASSEMBLY REPORT
2017年5月1日発行　第54号

14

●審議結果および各議員の表決●

◆6月1日（予定） 定例会 詳細確定後ホームページに掲載します。傍聴におでかけください。

議会開会のお知らせ
本巣市公式

マスコットキャラクター

もとまる

傍 聴 に来てね！

道

議 案 第 4 号

本巣市NEOキャンピングパーク条例の一部を改正する条例
について

平成２９年度本巣市後期高齢者医療特別会計予算に
ついて

本巣市議会議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条
例の一部を改正する条例について

議 案 第 9 号

議案第18号

平成２９年度本巣市一般会計予算について

平成２８年度本巣市一般会計補正予算（第４号）について

議案第20号

平成２９年度本巣市国民健康保険特別会計予算について議案第21号

議案第22号

平　成　２９　年　第　１　回　定　例　会

市
　
長
　
提
　
出
　
議
　
案

本巣市教育委員会委員の任命について

本巣市行政手続条例の一部を改正する条例について

本巣市中小企業・小規模企業振興条例について

本巣市うすずみバンガロー条例を廃止する条例について

本巣市いじめ防止対策に関する条例について

議案第１号

議案第２号

議案第３号

議案第５号

議案第６号

議案第７号

議案第８号

議案第10号

議案第11号

議案第12号

権利の放棄について

相互救済事業の委託について

根尾西辺地に係る総合整備計画の変更について

指定管理者の指定について

市道路線の廃止及び認定について

平成２９年度本巣市公共下水道特別会計予算について

平成２９年度本巣市水道事業会計予算について

本巣市非常勤の特別職職員の報酬及び費用弁償に関
する条例の一部を改正する条例について
本巣市職員の配偶者同行休業に関する条例の一部を
改正する条例について

本巣市雇用促進住宅駐車場条例を廃止する条例につ
いて

本巣市老人福祉センター条例の一部を改正する条例に
ついて

平成２８年度本巣市後期高齢者医療特別会計補正予
算（第１号）
平成２９年度本巣市農業集落排水事業特別会計予算
について

本巣市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正
する条例について

議案第13号

議案第14号

議案第15号

議案第16号

議案第17号

議案第19号

議案第23号

議案第24号

議案第25号

平　成　２９　年　第　１　回　定　例　会　（全会一致で同意・可決された議案）

可決

可決

可決

可決

可決

可決

市
　
長
　
提
　
出
　
議
　
案

市
　
長
　
提
　
出
　
議
　
案

平成29年2月6日にご逝去されました本巣市議会議員　故　安藤重夫　議員に、謹んで哀悼のことばを申し述べます。
　議員は、認定農業者として早くから家族経営協定を締結するなど、農業経営改善に尽力され、まさに農業のパイオニア
として立派な業績をあげてこられたのであります。そして、この農業の先駆者として培った能力を生かされ、地域住民をは
じめ、多くの方々のご推挙により、旧真正町議会議員に当選されました。
　平成16年2月からは本巣市議会議員として、副議長、各常任委員長を歴任され、長きにわたり農業振興地域整備促進
議会委員として、市の農業発展と住民福祉の向上のために、誠意を尽く
してご活躍になりました。
　議員の人柄は、一人の議員としてだけでなく、一人の人間としてまず何
をなすべきかを第一に考える議員であられました。
　ご生前のご功績に対して衷心より感謝と敬意を表し、ご冥福を祈りつ
つおくる言葉といたします。
　　　　　　　　　　　　　　　    本巣市議会　議長　上谷　政明

故　安藤重夫議員へおくる言葉
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●特集①●

「春日神社の
　  米かし祭」

市指定無形民俗文化財

　仏生寺春日神社には「米かし祭」という神

事があり、市の無形民俗文化財に指定されて

います。米かし祭の起源は江戸時代までさか

のぼり、用水間の水争いに由来します。

　本巣市の平野の大部分は、根尾川扇状地に

より形成されています。扇状地は水はけが良

いため、柿などの果樹栽培には適しているも

のの、多くの水を必要とする水田には不向き

な場合があります。本巣市の平野部を潤して

きた糸貫川は享禄３年（１５３０）の大洪水に伴

い流路変更があり、田へ引水が困難になった

地域が生まれました。そのために利用された

のが席田用水や真桑用水です。両用水はいず

れも山口で取水していたため、水争いが起きました。寛永１８年（１６４１）に幕府裁定により席田用水６分、真

桑用水４分の割合での取水の取り決めがなされ、水争いの解決へ大きく前進しました。仏生寺村ではこの幕

府裁定を氏神へ報告するとともに、五穀豊穣・家内安全を祈願するために神田でとれたお米を山口の用水取

水口でかし（研ぎ）、春日神社へお供えする神事が始まったと言われます。

　米かし祭の名前の元となった米かし（米研ぎ）は春

分の日の前日に行われます。燈元の家に集まった数名

の若い男子は下帯姿になり、未明に米を入れた桶を担

いで春日神社から８ｋｍ離れた山口の取水口まで走り、

まだ冷たい席田用水の水で米を研ぎます。研ぎ終わっ

た米と川水を別々の桶に入れ春日神社まで担いで戻

り、氏神へ報告します。燈元では研いできた米を汲ん

できた水で蒸し、型でぬき「おみごく」を作ります。お

みごくは燈元宅の床の間に飾られ、夜通し番をします。

翌朝大勢が列を作って春日神社へ供えます。



●特集②●

　「あいマップ作ろう会」は平成１１年９月から本巣市、旧糸貫

町内の身体の不自由な方とその家族、建築士、糸貫中学校の

生徒・ＯＢの大学生、一般のボランティアとで本巣市社会福祉

協議会の協力を得ながら毎月１回活動をしています。

　高齢になっても、身体が不自由になっても自分の意志で買

い物や市内の各施設に出かけたい。そのためには各施設や

公園、お店はどうなっているのだろうか？　突然行っても大丈

夫だろうか？

　そんな不安をなくすために、私たちは情報の手引きとなる

福祉マップを作成しています。

　本巣市になってから①公共施設編　②医療機関編　③樽

見鉄道駅マップを作成しました。ホームページからご覧にな

れます。http://aimap.jimdo.com/

　平成28年度は本巣市市民活動助成金で本巣市のバリアフ

リーマップ根尾編を地域おこし協力隊の山口さんとデザイン

を考えながら作成しました。

　根尾地域の観光地のバリアフリー情報を掲載しています。

　駐車場、トイレ、入口の段差などあらかじめわかると安心し

て観光ができるような情報をまとめました。次は南部の情報も作っていく予定です。

　活動としては6月の花とほたる祭りでバザーをしています。小さな子どもでも楽しめるピンボールゲーム

です。

　夏休みには毎年「夏休みバリアフリー教室」を開催。小学生から参加できます。

　今年は「ちびっこ集まれ！バリアフリー探検隊」ということで先進地の見学をしま

すので興味のある方は参加して下さい。楽しみながらユニバーサルデザインにつ

いて学びます。11月の文化祭には活動の報告を展示。また誰にでもやさしい道具と

いうことで「身近な自助具」の紹介をしています。

　仲間を募集しています。子どもや高齢者、また身体

が不自由な方も大歓迎です。

　一緒に活動しましょう。

  連絡先
　本巣市社会福祉協議会　地域福祉課（糸貫ぬくもりの里内）
　TEL. 058-320-0531

市民の皆様より、表紙の写真を募集します。詳細については議会事務局までお問い合わせください。TEL0581-34-5027 16

＊

＊ ＊

＊
◎堀部好秀　○髙田文一　村瀬明義　舩渡洋子　江崎達己議会だより編集特別委員会
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あいマップ作ろう会の紹介


